
平
成
十
七
年
一
月
二
十
日
（
木
）、
県

Ｐ
理
事
会
及
び
理
事
・
常
置
委
員
・
専

門
委
員
に
よ
る
合
同
役
員
会
が
、
浦
和

地
方
庁
舎
に
お
い
て
続
け
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

平
成
十
六
年
度
第
三
回
理
事
会

平
成
十
七
年
一
月
二
十
日

午
後
一
時
半
〜
三
時
半

出
席
12
名
委
任
状
17
通（
総
理
事
数
37

名
）各
事
務
所
か
ら
の
先
生
方
８
名

〈
協
議
事
項
〉

（一）
第
51
回
埼
玉
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
大
会
に

つ
い
て

™
交
通
機
関
・
駐
車
場
に
つ
い
て

™
質
疑
応
答
の
時
間
に
つ
い
て

（二）
平
成
十
七
年
度
事
業
計
画
（
案
）
に

つ
い
て

™
会
議
日
程
を
前
も
っ
て
決
定
し
て

進
め
て
い
く
。

™
広
報
紙
づ
く
り
講
習
会
に
つ
い
て

¡

十
七
年
度
は
県
事
務
局
と
各
地

区
役
員
で
協
力
開
催
す
る

™
定
期
総
会
に
つ
い
て

¡

六
月
二
十
二
日
（
水
）

行
田
市
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー

「
み
ら
い
」

¡

今
後
は
輪
番
制
で
開
催

™
第
52
回
埼
玉
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
大
会

に
つ
い
て

¡

比
企
地
区
で
開
催
予
定

（三）
常
置
委
員
会
報
告

◎
家
庭
教
育
　
委
員
会
開
催
予
定

（
三
月
）

◎
会
報
編
集
　
会
報
二
〇
一
号
発
行

◎
環
境
対
策
　
児
童
生
徒
の
薬
物
乱

用
防
止
活
動
に
つ
い
て

（四）
平
成
十
七
年
度
各
地
区
事
務
局
に
つ

い
て

™
Ｐ
Ｔ
Ａ
へ
の
移
管
に
あ
た
り
、
配

布
文
書
の
送
付
先
名
簿
を
作
成
。

（五）
報
告
事
項

◎
組
織
検
討
　
四
回
の
委
員
会
開
催

◎
Ｐ
Ｃ
Ｃ
問
題
対
策

™
12
／
24
第
12
回
口
頭
弁
論

○
新
潟
中
越
地
震

™
毎
日
新
聞
へ
寄
託
し
た
後
の
最

終
振
込
分
一
九
三
、
七
三
五
円

は
新
潟
県
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
の
口
座
へ
。

（六）
そ
の
他

™
講
師
派
遣
事
業
の
名
称
変
更（
承
認
）

™
広
報
紙
づ
く
り
講
習
会
の
参
加
人

数
、
テ
キ
ス
ト
数
の
取
り
ま
と
め

は
県
Ｐ
へ
。

™
広
報
紙
づ
く
り
講
習
会
の
会
場
費

に
つ
い
て

合
同
役
員
会

平
成
十
七
年
一
月
二
〇
日
（
木
）

午
後
三
時
半
〜
四
時
半

出
席
19
名
（
内
各
委
員
会
15
名
）

〈
議
事
〉

（一）
理
事
会
報
告

（二）
そ
の
他

™
日
Ｐ
「
児
童
虐
待
防
止
活
動
の
実

践
事
例
集
」

新
座
市
立
西
堀
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
掲
載

™
日
Ｐ
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
実
践
事
例
集
」

児
玉
町
立
児
玉
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
掲
載

越
谷
市
立
平
方
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
掲
載

™
休
会
地
区
と
の
協
議
に
つ
い
て

再
会
に
向
け
て
話
し
合
う

™
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
今
年
度
中
に
立

ち
上
げ
る
予
定
で
あ
る
。

™
会
報
紙
二
〇
二
号
で
「
ゆ
と
り
」

に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。

™
合
同
役
員
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て

平
成
十
六
年
度
第
四
回
理
事
会

平
成
十
七
年
三
月
十
一
日
（
金
）

午
後
二
時
〜
四
時
半

出
席
12
名
、
委
任
状
12
通
（
総
理
事

数
37
名
）
各
事
務
所
の
先
生
方
７
名

〈
報
告
事
項
〉

（一）
埼
玉
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
大
会
に
つ
い
て

内
山
実
行
委
員
長
よ
り
お
礼
の
言
葉

（二）
委
員
会
等
報
告

™
会
報
編
集
　
二
〇
二
号
準
備
中

™
家
庭
教
育
　
２
／
22
視
察
研
修

™
環
境
対
策
　
「
薬
物
乱
用
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
製
作

™
組
織
検
討
　
経
過
報
告

〈
議
題
〉

（一）
平
成
十
七
年
度
定
期
総
会

６
／
22
行
田
市
「
み
ら
い
」
開
催

（二）
平
成
十
七
年
度
事
業
計
画
（
案
）
に

つ
い
て

（三）
関
ブ
ロ
群
馬
大
会
発
表
校
決
定
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本
紙
は
各
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
三
十
部
送
付
し
て
お
り
ま
す
。「
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
」
と
「
学
校
」
を
中
心
に
配
布
し
て
く
だ
さ
い
。

（この会報は再生紙を使用しています）

理
事
会
・
合
同
役
員
会
開
催
さ
れ
る

理
事
会
・
合
同
役
員
会
開
催
さ
れ
る
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第
51
回
大
会
埼
玉
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
会

が
、
二
月
二
十
日
（
日
）
緑
あ
る
自
然

の
残
る
秩
父
市
の
秩
父
宮
記
念
市
民
会

館
に
お
い
て
多
く
の
ご
来
賓
の
方
々
の

ご
臨
席
を
い
た
だ
き
、
盛
会
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

今
回
は
「
地
域
に
密
着
し
た
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に

●
講
演

文
教
大
学
人
間
科
学
部

教
授
　
　
野
島
　
正
也
氏

●
研
究
委
嘱
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
事
例
発
表

長
瀞
町
立
長
瀞
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

吹
上
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

が
行
わ
れ
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
役
割
を
果
た
す
と
と

も
に
、
相
互
に
連
携
し
あ
う
こ
と
が
重

要
で
あ
る
事
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
る
大

会
と
な
り
ま
し
た
。

主
催
者
挨
拶
と
し
て
、
島
田
会
長
よ

り
、「
平
成
十
六
年
度
は
、
子
ど
も
達

の
健
全
育
成
の
た
め
に
、
親
自
ら
が

『
楽
し
く
、
お
も
し
ろ
く
、
す
ば
ら
し

い
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
』
の
推
進
に
む
け
て
諸

問
題
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
ス
タ
ー

ト
を
切
り
ま
し
た
。
た
だ
、
現
実
に
子

ど
も
達
を
取
り
巻
く
環
境
を
考
え
ま
す

と
、
諸
問
題
が
山
積
し
、
親
と
し
て
、

大
人
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
処
す
べ
き

か
悩
む
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

昨
今
の
少
年
犯
罪
の
低
年
齢
化
、
凶
悪

化
と
い
う
極
め
て
憂
慮
さ
れ
る
べ
き
事

態
が
深
刻
化
し
、
社
会
問
題
化
し
て
い

る
現
状
を
ふ
ま
え
、
地
域
連
携
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
と
具
体
的
な
方
策
そ

し
て
、
実
践
的
な
活
動
が
必
要
に
な
っ

て
き
た
こ
と
を
深
く
実
感
し
、
本
大
会

が
次
の
発
展
へ
の
大
き
な
契
機
と
な
る

よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
い
う
お
言

葉
が
あ
り
ま
し
た
。

【
子
ど
も
の
心
を
育
て
る地域

と
Ｐ
Ｔ
Ａ
】

●
講
師
　
文
教
大
学
人
間
教
育
学
部

教
授
　
　
野
島
　
正
也
氏

こ
の
講
演
に
お
い
て
は
、
今
の
子
ど

も
の
心
の
現
状
を
認
識
し
、
子
ど
も
と

の
関
わ
り
方
を
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
い

い
か
、
ま
た
、
地
域
の
中
で
は
、
学
校

の
学
習
と
違
っ
て
、
ど
ん
な
こ
と
が
学

べ
る
か
を
お
話
し
い
た
だ
き
、
今
後
の

私
た
ち
の
子
育
て
お
よ
び
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

に
有
意
義
な
講
演
で
し
た
。
講
演
の
概

要
は
下
記
の
通
り
で
す
。

一
　
い
ま
、
子
ど
も
た
ち
は
・
・
・

現
状
認
識
と
し
て
以
下
３
点
を
あ
げ

て
い
ま
す
。

﹇
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
症
候
群
﹈

パ
ソ
コ
ン
、
ゲ
ー
ム
に
集
中
し
て
い

る
と
き
、
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
だ
け
に
注
意

が
向
き
、
他
の
こ
と
に
注
意
が
い
か
な

く
な
る
事
を
例
え
て
い
る
。
子
ど
も
の

興
味
の
対
象
が
い
ろ
い
ろ
な
遊
び
、
体

験
を
通
じ
、
全
体
的
に
バ
ラ
ン
ス
が
取

れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

﹇
心
の
ホ
ー
ム
レ
ス
﹈

子
ど
も
自
体
、
住
む
場
所
の
違
和
感

を
感
じ
て
い
る
。「
子
ど
も
の
た
め
」

と
よ
く
口
に
す
る
が
、
親
は
子
ど
も
に

何
を
し
た
い
の
か
、
何
を
発
信
し
て
い

る
か
明
確
に
し
、
信
頼
関
係
を
構
築
す

べ
き
で
あ
る
。

﹇
閉
ざ
さ
れ
た
親
密
圏
﹈

友
達
関
係
や
い
ろ
い
ろ
な
遊
び
の
中

で
子
ど
も
た
ち
は
明
確
な
境
界
線
を
持

ち
、
グ
ル
ー
プ
が
決
ま
っ
て
し
ま
う
。

こ
の
親
密
圏
を
拡
げ
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

二
　
地
域
の
広
が
り
の
中
で

子
ど
も
た
ち
は
・
・
・

地
域
と
の
関
わ
り
の
中
で
子
ど
も
た

ち
は
学
校
で
の
学
習
と
は
違
っ
た
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
学
べ
る
。

①
多
方
面
へ
の
興
味
と
知
識
の
広
が

り
に
よ
り
、
関
心
の
連
鎖
が
生
ま

れ
る
。
こ
の
関
心
の
連
鎖
が
成
長

の
カ
ギ
で
あ
る
。

②
み
て
学
ぶ
、
聞
い
て
学
ぶ
、
や
っ

て
学
ぶ
「
人
か
ら
学
ぶ
」
と
い
う

態
度
が
形
成
さ
れ
る
。

③
あ
い
さ
つ
、
マ
ナ
ー
、
人
権
意
識

な
ど
社
会
性
の
基
礎
が
収
得
さ
れ

る
。

④
受
け
入
れ
、
励
ま
し
、
認
め
て
く

れ
る
「
大
人
」
と
の
出
会
い
が
あ

る
。

三
　
子
ど
も
と
の
関
わ
り
の
ポ
イ
ン
ト

①
人
間
関
係
の
基
本
は
「
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
」。
ど
ち
ら
か
が
投
げ
な

い
と
始
ま
ら
な
い
し
、
相
手
が
取

れ
る
所
（
子
ど
も
の
興
味
あ
る
事

項
）
に
投
げ
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。

②
「
ほ
め
る
」
の
意
味
〜
生
か
そ
う

「
ス
ト
ロ
ー
ク
」
＊
ス
ト
ロ
ー
ク

に
は
﹇
な
で
る
﹈
の
意
味
も
あ
る

そ
う
で
す
。

③
子
ど
も
た
ち
の
「
居
場
所
」
と

「
出
番
」
づ
く
り

四
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
課
題

①
子
ど
も
の
成
長
と
学
校
教
育
活
動

へ
の
理
解

②
学
校
の
支
援
（
学
校
運
営
、
学
習

活
動
、
環
境
整
備
、
行
事
参
加
、

安
全
対
策
・
・
・
）

③
家
庭
の
支
援
（
情
報
提
供
、
活
動

機
会
づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り
、
相

談
）

④
地
域
の
子
ど
も
育
成
・
交
流
活
動

（
行
事
・
教
室
活
動
、
地
域
人
材

の
活
用
、
環
境
浄
化
）

→

「
Ｐ
Ｔ
Ａ
そ
だ
ち
」
の
お
と
う
さ

ん
、
お
か
あ
さ
ん
の
今
後
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講
　
演

県
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
大
会
開
催

あいさつする内山実行委員長

島田会長のあいさつ

「桜木町太鼓保存会」アトラクション
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研
究
委
嘱
校
10
校
を
代
表
し
て
以
下

２
校
の
事
例
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

●
長
瀞
町
立
長
瀞
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

【
心
豊
か
な
生
徒
の
育
成
を
め
ざ
す

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
】
と
し
①
体
育
祭
・
文
化

祭
へ
の
協
力
、
②
さ
わ
や
か
相
談
員
と

語
る
会
、
③
登
校
指
導
、
④
あ
ん
し
ん

ま
ち
づ
く
り
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
事
業
へ
の

協
力
、⑤
卒
業
生
と
語
る
会
へ
の
協
力
、

⑥
人
権
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
な
ど
家

庭
・
学
校
・
地
域
社
会
の
連
携
を
と
お

し
た
心
温
ま
る
活
動
の
一
環
を
発
表
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
吹
上
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

【
み
ん
な
で
守
ろ
う
！
吹
上
っ
子
！
】

吹
上
町
の
各
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
も
全
国
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
同
様
に
「
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強

化
や
工
夫
」、「
学
校
や
地
域
と
の
連
携
」

な
ど
、
防
犯
に
対
し
て
積
極
的
に
活
動

し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
と
し
て

何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
の
か
・
・
・

そ
ん
な
思
い
で
話
し
合
い
を
重
ね
た
結

果
、
町
全
体
の
「
防
犯
マ
ッ
プ
」
を
作

成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

「
防
犯
マ
ッ
プ
」
の
作
成
に
あ
た
っ

て
は
児
童
・
生
徒
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
、
集
計
結
果
を
も
と
に
し
た
そ

う
で
す
。「
防
犯
マ
ッ
プ
」
は
各
校
だ

け
で
な
く
、
会
員
及
び
町
内
会
、
公
共

機
関
な
ど
に
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

続
い
て
、広
報
誌
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
表
彰
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
功
労
者
表

彰
が
あ
り
、
最
後
に
『
子
ど
も
た
ち
の

健
全
育
成
に
必
要
な
、
基
本
的
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
を
推
進
し
ま
す
。』
と
い
う
大
会

宣
言
を
決
議
し
、終
了
い
た
し
ま
し
た
。

研
究
委
嘱
紙
上
発
表
Ｐ
Ｔ
Ａ

戸
田
市
立
新
曽
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

蕨
市
立
第
二
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

都
幾
川
村
立
明
覚
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

神
泉
村
立
神
泉
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

熊
谷
市
立
奈
良
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

川
里
町
立
川
里
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

吉
川
市
立
中
曽
根
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

庄
和
町
立
葛
飾
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

第
五
十
一
回
埼
玉
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
大

会
が
、平
成
十
七
年
二
月
二
十
日（
日
）、

秩
父
宮
記
念
市
民
会
館
に
て
開
催
さ

れ
、
会
場
ロ
ビ
ー
に
て
、
中
央
審
査
会

に
お
い
て
入
選
し
た
小
学
校
七
十
校
、

中
学
校
四
十
校
の
広
報
紙
が
展
示
さ
れ

ま
し
た
。
大
勢
の
方
に
手
に
と
っ
て
見

て
頂
き
ま
し
た
。

広
報
紙
を
通
し
て
、
子
ど
も
達
の
い

き
い
き
し
た
姿
を
感
じ
、
各
単
会
の
熱

心
な
取
り
組
み
、
地
域
と
の
関
わ
り
に

感
嘆
の
声
が
上
っ
て
い
ま
し
た
。

本
年
度
、
県
Ｐ
で
入
賞
し
た
広
報
紙

の
貸
し
出
し
を
し
た
結
果
、
大
変
多
く

の
地
区
か
ら
の
申
し
出
が
あ
り
、
皆
様

に
見
て
頂
く
事
が
出
来
ま
し
た
。
会
報

委
員
会
と
し
て
は
、
県
内
の
情
報
を
で

き
る
だ
け
多
く
の
会
員
の
皆
様
に
伝
え

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

会
場
で
の
聞
き
取
り
ア
ン
ケ
ー
ト

™
年
間
を
通
し
て
テ
ー
マ
を
決
め
て
取

り
組
ん
で
い
る
と
思
っ
た
。

™
予
算
が
減
ら
さ
れ
て
い
く
中
ペ
ー
ジ

数
の
多
さ
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

™
レ
イ
ア
ウ
ト
が
す
ば
ら
し
い
。

™
印
刷
屋
さ
ん
に
よ
っ
て
も
差
が
あ
る

様
に
思
う
。

™
皆
さ
ん
頑
張
っ
て
ま
す
ね
。

™
入
賞
校
な
の
で
、
予
算
が
と
り
や
す

い
で
す
。

™
子
ど
も
達
の
い
き
い
き
し
た
様
子
が

感
じ
ら
れ
る
。

™
他
校
の
広
報
紙
を
見
て
参
考
に
さ
せ

て
も
ら
い
ま
す
。

™
す
ご
く
見
や
す
い
の
で
、
中
を
広
げ

た
く
な
り
ま
す
。

™
Ａ
４
版
が
見
や
す
い
よ
う
に
思
い
ま

し
た
。

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
で
、
受
賞

校
、
小
学
校
二
十
一
校
・
中
学
校
二
十

一
校
の
中
で
佳
作
を
受
賞
し
た
本
庄
市

立
北
泉
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
の
お
話
し

で
は
、
受
賞
校
の
作
品
を
見
せ
て
頂
く

と
、
と
て
も
遊
び
心
が
あ
っ
て
楽
し
い

広
報
紙
で
、
わ
く
わ
く
し
て
く
る
よ
う

な
作
品
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

（3）第202号

「ゆとりゆとりと言うけれど
ゆとりを探すゆとりがほしい！」
子どもたちの心が健全に育つためにも、
大切で必要なことですね。
わかっていても、大人も子どもも日々忙
しく、ゆとりを持って暮らすことはなかな
か難しいです。
それぞれの地区でも話題にされることが
多いこの「ゆとり問題」については、教育
行政、教育に関係する全ての人達が、今、
たくさんの議論を重ねています。
この問題については、文部科学省も見直
し・検討に入りました。各方面に向けての
「報告」が待たれるところです。
どのような結果が出ても、この報告がと
ぎれなく次世代を育成している現在、また、
未来に向かっての教育について、大いなる
指標になるはずです。
この問題については、それぞれの立場か
らの意見の持ち寄り、対話を重ねることが
大切なのではないでしょうか。
皆様からの、ご意見を更に伺いたいと思
います。お待ちしております。

埼玉県PTA連合会
事務局
TEL 048-822-8561
FAX 048-814-0757
Eメール
saitama-pta@aioros.ocn.ne.jp
〒330-0074
さいたま市浦和区北浦和5-6-5

研
究
委
嘱
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
事
例
発
表

‡
‡
‡
広
報
入
選
作
品
展
示
‡
‡
‡
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16
年
度
の
家
庭
教
育
委
員
会
の
研
修

会
と
し
て
、
志
木
市
に
あ
り
ま
す
、

《
い
ろ
は
遊
学
館
》
に
研
修
と
見
学
に

伺
い
ま
し
た
。
こ
こ
は
館
内
に
遊
学
館

と
図
書
館
、
志
木
小
学
校
が
入
る
融
合

施
設
で
す
。

《
志
木
小
学
校
》
志
木
小
学
校
で
は
、

地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
達
を
育
て
て
い

く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
を
目
指

し
、
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
を
作
っ
て

い
ま
し
た
。
平
成
15
年
１
月
よ
り
学
校

が
、
４
月
よ
り
遊
学
館
と
図
書
館
が
開

館
さ
れ
て
も
う
す
ぐ
２
年
が
経
ち
ま

す
。
正
面
に
は
警
備
員
が
待
機
し
、
職

員
室
は
図
書
室
と
同
じ
フ
ロ
ア
に
あ
る

カ
ウ
ン
タ
ー
越
し
の
オ
ー
プ
ン
タ
イ

プ
、
い
つ
で
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
と
れ
る
雰
囲
気
で
し
た
。
教
室
は
、

ド
ア
が
な
く
可
動
式
の
ロ
ッ
カ
ー
で
フ

ロ
ア
の
廊
下
を
仕
切
っ
て
い
ま
す
。
見

学
に
お
じ
ゃ
ま
し
た
日
は
、
学
校
公
開

日
で
し
た
が
、
遊
学
館
の
ホ
ー
ル
を
利

用
し
て
の
学
年
発
表
が
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。

私
達
は
、
２
年
間
、
館
内
の
方
達
や

職
員
の
皆
さ
ん
が
努
力
し
、
工
夫
し
、

子
ど
も
達
を
指
導
し
作
り
上
げ
て
き
た

こ
の
学
校
の
教
育
効
果
に
感
心
し
、
新

鮮
さ
も
感
じ
ま
し
た
。
融
合
施
設
に
す

る
事
で
期
待
で
き
る
、『
教
育
効
果
』

に
は
「
生
き
る
力
」
の
育
成
を
基
本
と

す
る
子
ど
も
達
が
自
ら
学
び
、
自
ら
考

え
る
教
育
の
推
進
を
図
り
、
学
校
と
い

ろ
は
遊
学
館
・
い
ろ
は
遊
学
館
図
書
館

と
の
交
流
を
通
じ
て
、
子
ど
も
達
の
学

習
・
体
験
活
動
の
幅
を
広
げ
、「
学
校

教
育
の
社
会
化
」を
展
開
し
て
い
ま
す
。

又
、
地
域
の
方
々
が
、
生
涯
学
習
の

一
環
と
し
て
、
施
設
を
利
用
す
る
な
か

で
、
児
童
と
の
交
流
が
図
ら
れ
、
児
童

市
民
に
教
育
の
相
乗
効
果
が
得
ら
れ
て

い
ま
す
。

教
育
の
特
色
は
、
施
設
す
べ
て
が
教

材
と
い
う
よ
う
に
、
生
涯
学
習
の
拠
点

と
し
て
、
施
設
を
利
用
す
る
市
民
等
と

の
直
接
的
な
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
、
子

ど
も
達
の
知
恵
や
知
識
や
社
会
性
を
育

み
、
特
色
の
あ
る
教
育
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
21
世
紀
の
教
育
を
開
拓
す
る

と
の
言
葉
の
通
り
電
気
は
、
風
力
発

電
・
ソ
ー
ラ
ー
発
電
、
雨
水
利
用
な
ど

エ
コ
ス
ク
ー
ル
の
機
能
や
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
に
よ
り
、

情
報
学
習
な
ど
、
人
的
・
物
的
の
す
べ

て
が
、
教
材
と
な
り
得
て
い
ま
し
た
。

家
庭
科
調
理
室
は
ガ
ス
は
使
わ
ず
、

器
具
の
位
置
、
机
の
位
置
に
も
工
夫
さ

れ
て
い
ま
す
。
理
科
室
の
机
も
授
業
の

内
容
で
グ
ル
ー
プ
移
動
で
き
る
机
な
ど

子
ど
も
中
心
に
学
校
内
に
は
、
考
え
ら

れ
た
配
慮
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
屋
上
の

ビ
オ
ト
ー
プ
、
学
年
ご
と
の
栽
培
、
田

ん
ぼ
が
あ
り
ま
し
た
。

《
い
ろ
は
遊
学
館
図
書
室
》
に
も
一
般

の
人
と
一
緒
に
小
学
校
の
図
書
委
員
も

入
り
ま
す
。
利
用
時
間
も
ク
ラ
ス
ご
と

の
利
用
時
間
割
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

フ
ロ
ア
の
真
ん
中
に
読
み
聞
か
せ
の
畳

の
ス
ペ
ー
ス
、
こ
こ
も
ガ
ラ
ス
で
囲
ま

れ
て
い
て
静
か
で
す
。
棚
の
高
さ
も
子

ど
も
の
目
線
に
丁
度
良
い
高
さ
に
児
童

書
が
並
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

《
研
修
・
見
学
を
終
え
て
》

地
域
の
施
設
の
中
に
学
校
が
あ
る
。

初
め
は
、
も
っ
と
子
ど
も
の
声
が
、
に

ぎ
や
か
に
響
い
て
い
る
の
か
と
思
っ
て

い
た
ら
、
公
共
の
施
設
で
の
マ
ナ
ー
も

身
に
付
け
て
い
た
の
に
は
、
驚
き
ま
し

た
。
校
内
で
は
チ
ャ
イ
ム
も
鳴
ら
な
い

そ
う
で
す
。
地
域
の
大
人
と
の
交
流
で

子
ど
も
達
が
得
る
教
育
効
果
は
こ
の
時

期
と
て
も
大
切
な
事
だ
と
、
改
め
て
感

じ
ま
し
た
。
そ
し
て
防
犯
面
も
し
っ
か

り
し
た
管
理
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

環
境
対
策
委
員
会
報
告

兒
玉
　
清
則

本
年
度
環
境
対
策
委
員
会
は
、
青
少

年
を
取
り
ま
く
環
境
の
更
な
る
向
上
を

目
指
す
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
て
、
一

年
間
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

特
に
不
登
校
と
引
き
こ
も
り
を
考
え
る

会
と
の
会
合
を
開
催
し
た
り
、
子
ど
も

達
を
薬
物
か
ら
守
る
為
の
薬
物
乱
用
防

止
に
つ
い
て
活
動
を
行
い
、
啓
発
活
動

の
重
要
性
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

一
年
間
の
活
動
を
振
り
返
っ
て

組
織
検
討
委
員
会
　
前
田
　
英
光

こ
の
一
年
間
、
多
数
の
検
討
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
項
目
に
つ
い
て
、
各
委

員
間
で
熱
い
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

そ
の
議
論
の
中
枢
は
、
や
は
り
根
本
で

あ
る
「
子
ど
も
た
ち
の
た
め
、
そ
し
て

単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
が
活
性
化
す
る
情

報
を
常
に
発
信
で
き
る
埼
Ｐ
連
」
と
な

り
ま
し
た
。
よ
り
単
会
に
頼
ら
れ
る
組

織
に
な
る
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

Ｐ
Ｃ
Ｃ
問
題
対
策
委
員
会
よ
り

内
山
　
賢
一

提
示
さ
れ
た
領
収
書
の
確
認
・
認
否

作
業
が
終
わ
り
、
第
12
回
の
口
頭
弁
論

で
Ｐ
Ｃ
Ｃ
側
に
資
料
を
提
出
い
た
し
ま

し
た
。
し
か
し
２
月
28
日
の
第
13
回
口

頭
弁
論
で
は
、
ま
だ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
か
ら
は
資

料
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

正
副
会
長
・
委
員
が
一
丸
と
な
り
問
題

解
決
に
向
か
い
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
協
力
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
会
報
紙
を
発

行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

埼
葛
／
津
江
知
子

い
つ
も
笑
い
声
の

た
え
な
い
楽
し
い
委
員
会
で
し
た
。
編

集
作
業
ば
か
り
で
な
く
、
真
剣
に
語
り

合
え
て
、
大
変
有
意
義
な
会
で
し
た
。

児
玉
／
柴
崎
愛
子

委
員
会
の
皆
さ
ん

と
忌
憚
の
な
い
意
見
交
換
が
出
来
、
大

変
楽
し
い
一
年
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
一
期
一
会
に
感
謝
で
す
。

秩
父
／
阪
本
昇
寿

初
め
て
の
県
Ｐ
。

会
報
編
集
。
素
晴
ら
し
い
仲
間
と
の
出

会
い
。「
長
距
離
」
の
疲
れ
も
ど
こ
吹

く
風
の
有
意
義
な
一
年
で
し
た
。

北
埼
／
a
橋
雅
一

県
Ｐ
会
報
編
集
委

員
会
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、

色
々
と
参
考
に
な
り
楽
し
い
時
間
を
過

ご
す
事
が
出
来
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

南
部
／
竹
渕
建
二
代
理
斎
藤
直
子

思
い
が
け
ず
会
報
に
関
わ
る
こ
と
に

な
り
、
と
て
も
楽
し
い
情
報
交
換
に
参

加
す
る
こ
と
が
で
き
感
謝
し
て
ま
す
。

北
部
／
遠
藤
春
美

編
集
委
員
と
し
て

何
の
責
務
も
果
た
せ
な
い
ま
ま
終
わ
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
貴
重
な
経
験
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

比
企
／
前
村
耕
治

県
Ｐ
連
の
会
報
紙

の
編
集
に
携
わ
り
、
各
地
区
の
委
員
さ

ん
達
と
幅
広
く
意
見
交
換
で
き
た
事
が

貴
重
な
財
産
と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

大
里
／
小
暮
敦
代

新
し
い
出
逢
い
の

中
か
ら
学
ん
だ
事
も
多
か
っ
た
と
、
思

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
活
発
な
意
見

交
換
の
場
と
し
て
期
待
し
ま
す
。
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平
成
十
六
年
度
各
委
員
会
よ
り
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会
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庭
教
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修
・
見
学
会
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紀
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志
木
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学
館
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年
２
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日
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